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第２７回小樽開発建設部総合評価審査委員会の審議概要について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年１１月１３日に開催された「第２７回小樽開発建設部総合評価審査委員会」の審査概

要を、別紙のとおりお知らせいたします。 



第２７回 小樽開発建設部総合評価審査委員会 審議概要 

開催日・場所 令和元年１１月１３日（水） 小樽開発建設部 第 1会議室 

委 員 長 和田 建夫（小樽商科大学学長） 

委   員 

〃 

高野 伸栄（北海道大学大学院公共政策学連携研究部 教授） 

八木 宏樹（小樽商科大学名誉教授）                （五十音順） 

議   事 【１審 議】 

  工事の審査について 

① 石狩湾新港 ケーソン製作工事 

② 一般国道５号 共和町 新稲穂トンネルＲ側共和工区工事 

③ ニセコ地区 ニセコ工区区画整理工事 

【２ 報 告】 

  業務の事前審査 

   第３者による業務の事前審査の報告 

 

委員からの意見・質問、それに対する回答等  

意見・質問 説明・回答 

【１ 審 議】 

 平成３１年１月１日から令和元年６月３０日ま

でに契約した工事の中から抽出された３件につい

て工事概要説明及び審議を行った。(以下、入札参

加者の提案またはその評価に係わる内容は、技術

提案に関する機密保持の観点から記載しておりま

せん。） 

 

○ 石狩湾新港 ケーソン製作工事  

（技術提案評価型 Ｓ型） 

 

・ヒアリングを行う目的はなにか。 ・技術提案の主旨が評価者の考えている内容・効

果と相違ないか確認することが目的です。 

○ 一般国道５号 共和町 新稲穂トンネルＲ側

共和工区工事（技術提案評価型 Ｓ型） 

 

・技術提案において、参加者が一つの提案のつも

りで記載していても複数の提案と評価され、一

番目の技術しか評価対象とならない場合は問題

とならないか。 

・公示している工事計画概要に「先頭に記載され

ている提案のみを評価する」と記載しており、

最初に記載してある技術に対して評価を行って

いますが、より分かりやすく表記するよう努め

ます。 

・ワークライフバランスの評価点が 1 点と低すぎ

るのではないか。 

・一般土木及び建築のＷＴＯ対象工事の段階的選

抜方式において、原則設定することとしており

ます。 

○ ニセコ地区 ニセコ工区区画整理工事 

 （施工能力評価型Ⅰ型①） 

 

・了解した。（特に意見・質問等はなし）  



 

 

意見・質問 説明・回答 

【２ 報 告】 

○ 令和元年度（平成３１年度） 第３者による業

務の事前審査について 

 

・令和元年度（平成３１年度）業務（４月から９

月）の第３者による事前審査を行った業務につ

いて報告。 

・了解した。 ※第３者による事前審査 

  契約の透明性を図ることを目的に、技術提案書

の特定前に第３者機関により実施する審査。 

 

 


